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大
村
純
毅
氏
が
賞
選

時
日
に
初
登
廊
・
就
任
式
か
奉
行

十
二
月
十
日
仁
行
わ
れ
た
市
長
選
鼎
に
於
て
新
市
民
に
常
遣
し
に

大
判
純
毅
氏

は
十
二
月
寸
二
戸
斗
後
一

時
か
ら
の
選
推
古
終
了
後
、

松
尾
選
器
官
問
委
同
長
か
ら
杭
煙
筒
牲
を
附
典
さ
れ
に
い
か
、
翌
十
三

日
、
初
聾
邸
、
午
前
十
時
か
広
市
長
宅
に
於
て
臨
内
各
謀
長
、
出
政

所
長
内
伺
候
式
い
か
行
わ
れ
、
午
前
十

一
時
か

ι椛
場
に
集
会
し
仁
圭

臨
剖
に
劃
し
て
脱
任
の
候

mwを
行

h¥
臓
は
代
表
藤
井
総
務
課
長
が

答
僻
を
行

つ
七
。
午
椎
は
一
時
か
ら
邸
内
の
巡
械
を
行
い
、
三
時
か

ら
市
立
病
院
に
於
て
本
鼠
に
増
じ
て
就
任
式
ヤ
暴
行
し
仁
。
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す
る
官
僚

一
、
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由
任
免
そ
の
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事
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閲
す
る
w
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一
、
児
賞
金
世
田
就
学
に
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す
る
官僚

一

週

挙
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域
山
世
史
変

直
に
闘
す
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郡

一

挙
世
モ
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他
敏
W
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間

閉
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訴
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也
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事
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間
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れ
た
事
、
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長
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港
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れ

た

事
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大
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引
時
期
純

と
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術
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て
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川恒ふ
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作
軍
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開禁結よR大村市長選暴投、
生
い
ふ
町
で
あ
る
。
即

ち
神
父
山
下
位
に
校
る

宜
教
師
に
あ
た
る
仰
E

あ
る。純

血
丑
位

天
文
元

歪
民
年
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一
五
一三
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翁

略

歴
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古
賀
十
二
郎

請
は
長
崎
市
五
品
町
出
身
、
ふ
る
さ
先
制
的
代

よ
り
大
村

K
H
揖
故
時
き
人
で
川
出
十
二
年
生、

七
寸
三
段
、
東
京
外
国
知
学
腔
ヰ
輩
、

一
時
附
品

軒
山
中
時
培
技
で
サ
犬
同
川
教
目
.

大
正
六
年
以
来
長
一

崎
市山
見
知
総
主
任
咽
配

叫
校
軒
辿
説
!
日

1
市

-

E
酷
研
究
由
回
締
出
版
琳
制
中
な
り
'c
問
〈
@

中
国
的
市
方
的
蛮
膨
を

恕
味
す
る
的
で

る
る

が、

私
由
前
回
に
於
い

て
甫
蛮
't
去
う
の
は、

車
回
即
ち
院
証
巴
を
い

ふ
山
で
る
る
。
ポ
A
ト

ル
阻
閉
山
川
ア
デ

ν
D
m宛

管
を
裂
す
文
字
で
、
神

父
、
司
副
院
な
ど
を
い
ひ

イ
ル
マ
ン

-a
い
ふ
由
は

d

ル
且F
ガ
ル
酎
的
イ
ル

マ
ン
に
あ
た
り、

教
弟

即
ち
今
よ
り
四
百
二
」1

年
前
に
生
一躍
せ
ら
れ
、

天
正
十
五
亥
年
四
月
十

七
日

〔
一
五
八
じ
年
五

月
一
一
十
凶
日
〉
に
永
眠

さ
れ
た
。
得
年
五
十
六

木
稿
松
市
世
研
究
目

摘
出
者
古
賀
ト
二
郎
詰

が
特

κ本
紙
の
た
め
に

得
輔
さ
れ
た
も
の
で
目

下
連
眠
散
し
ま
す
。
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則
る
場
所
そ
通
過
す
る
陣
一場
入
口
四
国
道
上
K
A
M
て
一を
出
し
て
む
り
ま
す
。
一

世
一
時
停
H
す
る
か
・
一予
備
陣
車
山
桂
か
ら

一
竹
一

そ
し
て
日
本
金
固
で
は
一

若
し
〈
同
時
行
を
し
て
安
一候
方
面
か
ら
針
山
方
問

へ一
昭
和
二
卜
六
今
中
位
協
日一

会
で
あ
る
こ
去
を
見
克
一進
ん
で
い
た
〉
自
転
聞
に
一
一
二
三
件
の
都
政
が
也
つ
一

か
と
思
う
由
で
あ
り
主
め
て
か
ら
で
散
け
れ
ば
過
一突
っ
て
つ
い
て
走
っ
て
い

一て
十
二
人
が
死
亡
し
八
寸
一

す。

あ
た
'
四
才
的
少
一過
す
る
こ
と
u
p
山
来
な
一た
由

で
あ
る
が
前
記
明
州
一六
人
が
白
慨
を
し

t
ぃ
ム

女
を
不
A
M
h
に
な
し
た
一い
に
白
色
刷
わ
ら
ず
、
時
速
一に
さ
し
か
、
っ
た
際
向
う
一仰
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
一

同
税
的
心
中
は
持
す
る
士三
十
軒
位

ハ
問
飛
行
山
首
一か
ら
川
市
工
業
別
ト
ラ
ン
一位
っ
て
交
通

m故
山
む

t

に
あ
ま
り
あ
り
ド
動
耶
一に
よ
る
)
に
て
削
円
呼
危
険
一ク
d
p
在
定
し
て
主
ι
川

c
-ろ
し
さ
を
品
抽
出
す
る
郁
Jv

m
越
転
者
に
桔
雌
胸骨な
一防
d
円
帥
世
を
捕
や
る
と
一双
方
的
自
制
服
付
‘
前
川
↑出
来
ま
し
ょ
う
。

脱
則
が
定
め
ら
れ
て
い
一と
な
〈
会
所
を
通
り
値
そ
一灯
出
光
度
を
帯
し
て
時
行
一重

h
て
皆
様

由
抑
協
力

一
、
子
供
が

二
三
人
一

て
常

に

ま
MHM
m
v
U
取
一う

L

とし
た
大
め
、
長
崎
方
一堂
し
た
共
の
際
・
よ
ゼ

υ一を
岬
闘
い
す
る
京
ん
で
ご

で
自
動
昨日か

4
2多
〈
一

師
を
畳
げ
て
い
る
の
で
一面
か
ら
佐
世
保
中
高
に
向
一よ
い

の
に
自
動
献
が
勉
凶
一ざ
い
ま
す
。

一

ib
hリ

t
p
e、

.i-う
し
一か
つ
て
疾
走
し
て
来
た
悼
一/
¥
す
る
か
ら
そ
れ
身
辺
一
(
大
村
市
骨
情
相

交
辺
叫
〕

翌

抗

告

附
問
日
川
一

M
Lむ
に
配
し
て
一

E
E阿
波

話

器

一い
越
そ
う
止
し
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i
l
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i
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U伴
刊

誌

ユ

は、

2
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kし
て
一言
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引
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転

官

由

一白
雪
印
ハ
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ド
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E
石
川
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川
U

一

誌

と
し
て
町
注
意
義
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す

る

;
y
:側
一

2
2
開

‘
主

か

一
i

君子一
F
-っ
一

二
、
自
動
車

山

語

一

日
佐
山

;
1一岡

附

言

し

て

字

転
者
一ら

主

ト

ラ
ッ
ク

出

世

亡

し

1
11
1」

者
が
制
4
的
れ
応
を
志
た
一

訟
は
は
〈
、
只
交
通
道
一A
M
W
大
帳
執
を
し
目
下
掛
一に
興
会
当
て
、
り
ね
返
，i
晶
兎
V
々
と
い
う
'b¥
会

っ
て
臨
念
日
間
出
を
執
る
一

韓
J
仰
川
聞
に
止
ま
る
一型
中
で
あ
る
山
で
あ
る
が
一れ
て
員
協
し
入
院
を
し
た
一と
と
に
古
く
さ
い
有
集
で

こ
と
が
出
朱
な
か
っ
た
と
一

献
で
あ
り
ま
す
。

一本
件
は
、
自
動
車
運
転
者
一都
依
が
あ
っ
た
山
で
る
り
一あ
る
が
、
何
と
一五
っ
て
も

UU刊
行
均
一

uu一
冊
一
卒
市
民

の
持
組
曲

一叫

十

品

一一
時

間

吋

一

J
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自
転
日
一一

段

抑

訂

日

記

吋

路

町

抗

日
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一四

百

M
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山

一丸

山

ト

口

山

日

間

一げ

郎

幹

訂

以

内
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日
刊
十
刊
誌

M
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T
Uれ
れ

{

時

ι
こ
れ
も
九
月

o
n
q龍
一に

蓄

な

Z
Z
S一失
的
世
認
め
ら
れ
よ
目
。
や
が

τ物
語

な

る

危
輸
な
場
所
に
可
変
い
一五
時
=
干
分
専
務
予
備
一か
っ
た
こ
と
h

思
う
の
で
す
で
あ
り
ま
す
。

一

-
M計
れ

お

い
刊
日
川
町
刊
誌

一附
印

刷

当

時

尚

一日

制

川

村

説

話

一散

同

京

社

品

川
一山

口

凶

れ

わ

何

軒

札
あ
り
ま
せ
ん
が
・
見
一析
を
終
っ
て
運
転
者

A
一事
放
を
惹
起
し
た
車
、
ぁ
一て
努
生
し
て
い
る
凹
で
ま
一行

司

そ

タ

1
4
1
E

K
向
こ
う
し
た
場
所
町

一は
‘
自
動
三
輪
車
&
運
転
す

ま
す
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ま

t
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し
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あ
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大
学
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E
F
T

子
供
述
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自
動
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出
週
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τ書
家

医

師
る
途
中
一自
締
車

?
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u
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に

U
H
V一備
陣
駐
屯
、
身
障
院
理

一

行
に
な
れ
切
っ
て
い
る
一即
日
出
十
字
聞
に
設
し
か
一ら
ト
ラ
ッ
ク
に
控
室
当
つ

-

一

新
銀
楠
迭
、
致
委
理
、
理

主一
云
う
こ
'と
で
あ
り
ま
了
っ
た
も
山
で
あ
る
が
全
一
τ帳
執
を
し
た
例
を
挙
げ
-大
村
市
に

於
て
も
本
句
一安
誼
な
ど
的
各
組
理
挙
が
一

す。

一階
M
H交
通
絡
調
割
的
行
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れ
一て
見
ま
し
ょ
う
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一に
入
っ
て
か
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既
w
件、

九
一引
き
つ
づ
き

そ

の
川
.
一

と
れ
が
仙
断
を
す
る
↑て
い
は
い
受
又
酷
で
あ
る
一と
れ
も
九
月
り
日
午
後
九
一月
末
現
右
C
事
故
刊
散
一
一一丑
岐
選
挙
仇
誕
魁
も
机
間

最
大
田
原
因
で
怯
訟

と
由
で
白
砂
躍
的
組
伝
者
拡
一時
二
十
分
明
大
村
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